
 

種名 

ア カ ガ シ 

Quercus acuta 

 
分類 常緑高木 ブナ科 コナラ属 俗称 オオガシ 生活型  

分布 本州（宮城・新潟県以西）、四国、九州、朝鮮南部、中国 

形態 

大木では高さ 25 ﾒｰﾄﾙ、直径 2.5 ﾒｰﾄﾙになる。 

樹皮は緑灰黒色で皮目は目立たないが、2 年枝などには楕円形の皮目が多い。葉は互生し、長さ 7～20 ｾﾝﾁの卵状楕円形

で全縁だが、時に上半部がわずかに波状となる。しばしば左右が不ぞろい。ややかたい革質で表面は光沢があって濃緑色。

裏面は緑色。葉柄は 2～4 ｾﾝﾁ。 

4～5 月、本年枝の下部から長さ 6～12 ｾﾝﾁの雄花序を垂らす。雌花序は上部の葉腋に直立し、2～5 個の雌花がつく。堅果

は翌年の秋に成熟し、長さ 2 ｾﾝﾁの楕円形で、下部が殻斗に包まれる。殻斗は椀形で、6～7個の総苞片の環があり、褐色の

軟毛がある。 

類似種  

生育場所 山地に自生するが、屋敷や神社などにも植えられている。 

繁殖  

他生物との関係  

配慮のポイント  

トピック  

その他  

引用文献： 『山渓カラー名鑑 日本の樹木』を改変


